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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【入院】
・土井　健一様～東病棟Aユニット13号室

【転出】
・中居　敬悦様～東病棟Bユニット2号室→北病棟405号室

【転入】
・根岸　恵利子様～西病棟Aユニット49号室→東病棟Dユニット18号室

【ユニット移動】
・宮本　久美子様～東病棟Dユニット18号室→東病棟Bユニット1号室
・石和　八十美様～東病棟Aユニット13号室→東病棟合併症室
・池田　康憲様～東病棟合併症室→東病棟Bユニット2号室

＜患者様連絡事項＞
・日登　惠子様～持参薬について　ツムラ六君子湯、ウチダの八味丸は中止。他当院切替え、処方となる。食事摂取量低下、活気ないため点滴2本指示あり。ツムラ抑肝散中止指示あり。

・長岡　明美様～体温38.0℃発熱あること主治医へ報告。臨時薬レボフロキサシン錠500mg1T1×夕食後、アスパラカリウム散1g　1×夕食後3日分処方あり。

[bookmark: _GoBack]・池田　康憲様～不眠時エスゾピクロン（2）1T　IFオーダー追加。5回分処方あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。他室侵入し他者の私物を持ち帰る行動自制できず、開放観察は早めに終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

[bookmark: _Hlk169887910]・袴田　将志様～8時～17時の開放観察実施。8:00～17:00の開放観察実施。妄想的言動あるも粗暴行為や危険行動への発展無し。手酌での飲水行為頻回にあり、都度声掛け要すも行動自制できずにいる。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。昼食時からおやつ時間まで開放観察実施中。開放後は2.3分おきにホール個室トイレに意味もなく籠り他患者からクレーム有り。行動自制出来ず自室誘導するも拒否有り。スタッフ二名で自室に戻し時間早めに開放観察終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜措置入院患者様＞
・藤井　崇史様～特定の患者様を気にされている、表情硬く断続的に被害妄想的な発言が聞かれている。本人希望時には頓服薬を服用し、他者とのトラブルは無く経過している。

＜入院患者情報＞
氏　　名：土井　健一（つちい　けんいち）様
　生年月日：昭和3年8月20日(95歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症、統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　　高松病院を受診しアルツハイマー型認知症の診断を受けている。
　その後も継続治療を行っていたものの、家族に対する易怒性や暴言、
　粗暴行為なども見られていたことから、平成30年1月～同年3月まで
　同院へ入院加療を行っていた。自宅での対応が困難となり、
　平成30年9月11日にGHクローバーへ入居となっている。
　平成31年2月20日に高松病院からおおぞらクリニックに転医し、
　徘徊や他者への迷惑行為、唾吐き等の夜間の問題行動に対して
　薬物療法を行い、精神症状が落ち着いたため令和3年4月にまつ
　ぞのクリニックへ転医。その後症状増悪し令和6年5月に再度お
　おぞらクリニックにて治療を再開（主治医：田名部Dr）。薬剤
　調整により不潔行為は落ち着いたものの昼夜逆転や他入居者へ
　の粗暴行為が継続して見られ施設対応困難となり
　東病棟Aユニット13号室へ医療保護入院となる。
